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広報　常陸大宮　　　　平成２５年１月号２
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年１月号４

平
成
24
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
方
々

平
成
24
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
方
々

（
発
令
順
）

�
��
�
��
��
��
（
野
口　

自
治
功
労
）

の
ぼ
る

　

昭
和　

年
、
御
前
山
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
合
併

５６

後
も
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
と
し
て
平
成　

年
ま
で
、
該

１８

博
な
る
知
識
と
政
治
手
腕
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
地
方

自
治
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
御
前

山
村
議
会
議
長
、
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
議
長
等

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、議
会
の
円
滑
な
運
営
や
教
育
文
化
・

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
　
（
東
野　

警
察
功
労
）

　

昭
和　

年
、
茨
城
県
巡
査
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
巡
査

３６

部
長
、
警
部
補
に
昇
格
さ
れ
、
平
成　

年
に
退
職
さ
れ
る

１３

ま
で
、
危
険
を
顧
み
ず
治
安
維
持
に
尽
く
さ
れ
、
地
域
住

民
の
日
常
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
守
る
た
め
、
街
頭
に

立
っ
た
警
戒
活
動
等
、
効
果
的
な
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
、
凶
悪
事
件
の
犯
人
検
挙
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
へ
の

防
犯
指
導
及
び
通
事
故
防
止
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
��
��
���
��
	�
（
照
田　

教
育
功
労
）

み
ね 
お

　

昭
和　

年
に 
前 まえ 
渡 
村
阿
字
ヶ
浦
青
年
学
校
助
教
諭
と
し

わ
た
り

１９

て
奉
職
後
、
山
方
町
立
山
方
小
校
教
諭
、
山
方
町
立
野
上

小
学
校
教
頭
を
経
て
、
山
方
町
立
盛
金
小
学
校
長
に
昇
格

さ
れ
、
昭
和　

年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育
一
筋
に
打

５９

ち
込
み
、
卓
越
し
た
指
導
力
と
深
い
研
究
心
と
教
育
に
対

す
る
情
熱
を
も
っ
て
、
学
校
教
育
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

�
�
�
�
�

��
���
��
��
���
��
	�
（
北
塩
子　

教
育
功
労
）

と
う 
や 

た
だ 
よ
し

　

昭
和　

年
に
瓜
連
農
業
青
年
学
校
教
諭
と
し
て
奉
職

１９

後
、
小
瀬
村
立
小
瀬
中
学
校
教
諭
、
常
陸
太
田
市
立
町
屋

小
学
校
教
頭
を
経
て
、
久
慈
郡
大
子
町
立
上
岡
小
学
校
長

に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
緒
川
村
立
八
里
小
学
校

長
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和　

年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
戦
後
の

５８

厳
し
い
教
育
条
件
の
中
、
児
童
生
徒
へ
の
深
い
愛
情
を

も
っ
て
学
校
教
育
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
��
���
���
��
	
　
（
小
舟　

消
防
功
労
）

と 

し 

じ

　

緒
川
村
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、　

年
余
の
永

３９

き
に
わ
た
り
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
日
夜
献

身
的
に
消
防
活
動
に
精
励
さ
れ
、
消
防
団
発
展
の
た
め
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
の
資
質
、
規
律
の
向
上
及
び
士
気

の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
に
お
け
る
機
械
器
具

等
の
整
備
、
防
火
用
貯
水
槽
の
増
設
に
努
め
ら
れ
、
消
防

体
制
の
充
実
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
��
��
���
��
	
　
（
舟
生　

統
計
功
労
）

み
き 
お

　

国
勢
調
査
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、　

年
の
永
き
に
わ

５５

た
り
国
勢
調
査
に
従
事
さ
れ
、
正
確
な
調
査
の
遂
行
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
に
は　

年
、
茨

４４

城
県
農
業
基
本
調
査
に
は　

年
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
調
査

４２

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
に
対
し
、
調
査
の
重

要
性
に
つ
い
て
積
極
的
な
啓
蒙
に
努
め
る
と
と
も
に
、
常

に
円
滑
か
つ
正
確
な
統
計
調
査
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�



広報　常陸大宮　　　　平成２５年１月号５

�
��
�
�
�
�
　
（
泉　

社
会
福
祉
功
労
）

　

昭
和　

年
に
社
会
福
祉
法
人
ナ
ザ
レ
園
特
別
養
護
老
人

４５

ホ
ー
ム
・
盲
老
人
ホ
ー
ム
の
事
務
員
と
し
て
奉
職
後
、
介

護
員
に
職
種
を
替
え
て
、
盲
老
人
ホ
ー
ム
の
介
助
員
と
し

て　

年
の
永
き
に
わ
た
り
高
齢
者
、
視
覚
障
害
者
等
の
介

３４
護
に
携
わ
り
、常
に
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
意
思
を
尊
重
し
、

入
居
者
の
生
活
の
向
上
に
努
め
社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
　
（
小
祝　

教
育
功
労
）

　

昭
和　

年
に
鹿
島
郡
神
栖
村
立
軽
野
東
小
学
校
教
諭
に

４１

奉
職
後
、
緒
川
村
立
緒
川
中
学
校
教
諭
、
県
立
水
戸
聾
学

校
教
頭
を
経
て
、
県
立
鹿
島
養
護
学
校
長
に
昇
格
さ
れ
、

そ
の
後
も
県
立
水
戸
盲
学
校
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成　

年
１５

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育
一
筋
に
歩
ま
れ
、
確
固
た
る

教
育
理
念
と
情
熱
を
も
っ
て
教
育
活
動
に
専
念
さ
れ
ま
し

た
。

�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
　
（
野
口　

自
治
功
労
）

　

昭
和　

年
に
御
前
山
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
平
成

６０

９
年
ま
で
、
郷
土
愛
護
の
精
神
を
堅
持
し
、
豊
富
な
経
験

と
卓
抜
な
る
識
見
を
も
っ
て
行
政
の
各
部
門
に
わ
た
り
大

い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
対
策
に
重
点
を
お
き
、
生
産
組
合
の
育
成
、
後
継

者
対
策
、
農
作
物
の
振
興
に
対
す
る
助
成
な
ど
農
業
活
性

化
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

��
�
�
��
��
�
　
（
東
野　

教
育
功
労
）

と
お
る

　

昭
和　

年
に
嶐
郷
農
業
青
年
学
校
教
諭
に
奉
職
後
、
山

１８

方
町
立
塩
田
中
学
校
教
諭
、
那
珂
町
立
戸
多
小
学
校
教
頭

を
経
て
、
久
慈
郡
大
子
町
立
初
原
小
学
校
長
に
昇
格
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
大
宮
町
立
大
場
小
学
校
長
を
歴
任
さ

れ
、
昭
和　

年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、

５８

誠
心
誠
意
教
育
一
筋
に
挺
身
し
学
校
経
営
に
手
腕
を
発
揮

さ
れ
、
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

��
�
��
���
��
�
　
（
長
沢　

統
計
功
労
）

ま
さ 
ひ
で

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、　

年
４５

の
永
き
に
わ
た
り
従
事
さ
れ
、
農
林
業
の
構
造
や
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
の
責
務
を
確
実
に
遂
行
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
国
勢
調
査
員
と
し
て
調
査
に
従
事
さ
れ

る
と
と
も
に
、
茨
城
県
農
業
基
本
調
査
、
労
働
力
調
査
等
、

通
算　

回
の
各
種
調
査
に
従
事
さ
れ
、
適
正
か
つ
正
確
な

４５

統
計
調
査
の
遂
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
　
（
秋
田　

統
計
功
労
）

　

国
勢
調
査
員
及
び
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
員
に
任
命
さ

れ
て
以
来
、　

年
の
永
き
に
わ
た
り
従
事
さ
れ
、
精
度
の

５０

高
い
調
査
活
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭

和　

年
、
平
成　

年
に
住
宅
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
る
と

６３

２０

と
も
に
、
茨
城
県
農
業
基
本
調
査
等
、
通
算　

回
の
各
種

５２

調
査
に
従
事
さ
れ
、
そ
の
責
務
を
確
実
に
遂
行
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
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月
４
日
、
山
方
、
美
和
、
緒
川
、
御

１１
前
山
地
域
合
同
の
文
化
祭
芸
能
発
表
会
が

緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
の
文
化
協
会
に
加
盟

し
て
い
る
団
体
等
で
今
年
は　

団
体
に
よ

２３

り
、日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
模
擬
店
も
出
店
し
、
晴
天
の

中
５
０
０
人
を
超
す
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

芸
能
発
表
会
を
開
催

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

○
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
障
害
者
介
護
給
付
費
等
審

査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
営
牧
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

平
成

年
度
補
正
予
算

　

平
成　

年
度
補
正
予
算 

２４２４

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計（
８

会
計
）
補
正
予
算

人

事

　

人　
　
　

事 

 

（
敬
称
略
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

菊
池　

泰
弘
（
照
田
）

　

星
野　
 
幸  
子 
（
鷹
巣
）

さ
ち 
こ

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
に
つ

い
て
（
２
件
）

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
変
更
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認

　

専
決
処
分
の
承
認 

○
平
成　

年
度
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補

２４

正
予
算

条

例

　

条　
　
　

例 

○
常
陸
大
宮
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び

運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
市
営
住
宅
等
整
備
基
準
を

定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に

必
要
な
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
都
市
下
水
路
条
例

○
常
陸
大
宮
市
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基

準
等
を
定
め
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
準
用
河
川
条
例

○
常
陸
大
宮
市
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者

の
配
置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水

道
技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る

条
例

〜
広
報　

月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
〜

１２

P
８
ま
ち
の
で
き
ご
と
「
ク
リ
ー
ン
作

戦
実
施
」
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

誤
�
�
�
�
��
　

正
�
�
�
�
�

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

平
成　

年
第
４
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

定
例
会
が
、　

月
５
日
か
ら　

日
ま
で

１２

２０

開
会
さ
れ
、次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
承
認
、可
決
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成　

年
８
月
か
ら
三
美
地
内
に
て
、

２４

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
に
伴
う
遺
跡
の
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
去
る　

月
１１

　

日
に
現
地
説
明
会
が
行
わ
れ
、
悪
天
候

１７の
中
で
し
た
が
地
元
住
民
等
約　

人
の
参

５０

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
住
居

跡
や
食
料
の
貯
蔵
に
使
わ
れ
た
竪
穴
が
多

く
見
つ
か
り
、
環
状
の
集
落
の
存
在
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

赤
岩
遺
跡
・
三
美
中
道
現
地
説
明
会

た
め
、
三
美
に
伝
わ
る
民
話
※「
長
者
と
牛

石
」
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
　

月　

日
、
み
わ
★
ふ
る
さ
と
館
北
斗

１１

２３

星
（
道
の
駅
み
わ
）
で
、
北
斗
星
新
そ
ば

ま
つ
り
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
新
そ
ば
試
食
販
売

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
開
始
１
時
間
前
か
ら
行

列
が
で
き
、
訪
れ
た
方
た
ち
は
収
穫
さ
れ

た
ば
か
り
の
新
そ
ば
の
香
り
や
味
わ
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
そ
ば
打
ち
愛
好
会
の
方

に
よ
る
そ
ば
打
ち
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
や
手

打
ち
そ
ば
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

味
覚
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　

月　

日
に
塩
田
地
区
で
塩
田
ふ
る
さ

１１

２５

と
協
議
会
（
大
貫
孝
夫
会
長
）
主
催
の
味

覚
祭
が
開
催
さ
れ
、
お
米
・
そ
ば
の
オ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
、
今
年
度
は
市
国
際
交
流
協

会
の
協
力
で
、
た
く
さ
ん
の
外
国
の
方
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
門
松
作
り
を
体
験
。
な
か
な

か
簡
単
に
は
い
か
ず
、
地
元
の
方
に
教
わ

り
な
が
ら
門
松
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
他
に
参
加
者
が
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
の

作
り
方
を
教
え
た
り
、
茨
城
大
学
学
生
が

凧
の
作
り
方
を
教
え
た
り
し
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
杵
で
餅
を
つ
き
、
数
種
類

に
味
付
け
さ
れ
た
餅
を
お
い
し
く
食
べ
ま

　

ま
た
、
幅
約
５�
、
深
さ
約
３�
の
室

町
時
代
の
堀
跡
も
見
つ
か
り
、
こ
こ
に
城

館
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
堀
跡

が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
昭
和　

年
に
埋
納

５８

金
が
出
土
し
た
土
地
の
す
ぐ
近
く
で
あ
る

※
長
者
と
牛
石

　

働
き
者
だ
っ
た
あ
る
若
者
が
、
長
者

に
な
る
と
家
を
立
派
に
す
る
こ
と
に
夢

中
に
な
り
、
飼
っ
て
い
た
牛
の
老
い
に
気

付
か
ず
、死
ぬ
ま
で
働
か
せ
て
し
ま
い
、

悔
や
ん
で
牛
の
形
を
し
た
石
、
牛
石
を

墓
近
く
に
置
き
、
供
養
し
た
と
い
う
話

北
斗
星
新
そ
ば
ま
つ
り
開
催

し
た
。

　

ま
た
、
塩
田
そ
ば
の
会
の
方
が
打
っ
た

そ
ば
を
地
元
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
け
ん
ち
ん

汁
で
い
た
だ
き
、
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
ま

し
た
。

敬称略

水戸ヤクルト販売（株）常陸大宮センター
放課後子ども教室で使用する非常用メガホン　９台

〈常陸大宮市へ〉
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月
１
日
、「
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
の
ク

１２
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」
が
図
書
情
報
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
読
み
聞
か

せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
お
は
な

し
会
の
グ
ル
ー
プ
「
は
み
ん
ぐ
ば
あ
ど
」

が
毎
年
行
っ
て
い
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

で
、た
く
さ
ん
の
親
子
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
赤
ず
き
ん
」
や
「
し
あ
わ
せ
ハ
ン
ス
」、

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
な
ど
、
有
名
な

グ
リ
ム
童
話
を
、
人
形
劇
や
朗
読
で
楽
し

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ム
童
話
に
関
す
る
な
ぞ
な

ぞ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り
物
語

グ
リ
ム
の
世
界
へ

か
が
や
き
ま
つ
り
開
催

森
林
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
　

月
６
日
、
市
内
の
山
林
に
お
い
て
村

１２
田
小
学
校
の
６
年
生
を
対
象
と
し
た
森
林

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

茨
城
県
県
北
農
林
事
務
所
大
子
林
業
指
導

所
の
職
員
の
方
の
指
導
の
も
と
、
森
林
に

つ
い
て
の
知
識
を
学
び
、
杉
や
桧
の
間
伐

を
体
験
し
ま
し
た
。
初
め
て
木
を
切
っ
た

児
童
も
多
く
、
木
が
倒
れ
た
時
に
は
、
大

き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

の
世
界
に
入
り
込
み
、
夢
中
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ツ
リ
ー
を
は
じ
め
、
き
ら
び
や
か
な
飾

り
付
け
が
さ
れ
た
会
場
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
　

月
２
日
、
第
７
回
常
陸
大
宮
市
か
が

１２
や
き
ま
つ
り
が
、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
か
が
や
き
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
衛
生
功
労
と
し
て
４

人
の
方
へ
市
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
ふ
れ
あ

い
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太
鼓
や
合
唱
等
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
内
外
で
は
歯
科

相
談
、健
康
相
談
や
模
擬
店
等
が
行
わ
れ
、

に
ぎ
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲切った木は輪切りにして、手作りコー
スターに

�������	
����
�������	
��

� ����������

　人・暮らし・自然・風景…県北の
強みである資源をどう活用していく
か。人と人、物と物、事と事、一つ
一つの小さな“つながり”からまち

づくりはできてくると思います。
　１１月、市民大学講座「茨城県北地方のまちづくりを
考える」を受講し、“新しく何かを作る必要はない、
あるものを生かす”“交流によるまちづくり”など、
茨城大学の先生方から興味深いお話をいただき、よい
学びの機会となりました。
　人口減少・高齢化が進む中、それぞれがつながりを
持ち、市内だけではなく奥久慈や県北地域全体で協働・
連携し、考えて行動していかなければなりません。
　私たちは、若者による若者からの地域活性化を目指
した団体を立ち上げ、自然・あそび・趣味を通じて若
者のコミュニティーを広める活動をしています。
　これからの地域の未来を築いていく若者の一人とし
て、自分たちの未来を自分たちで作るという理念のも
と、市民大学講座で得た知識を生かして、これまでに
ない切り口から地域外へ情報発信をし、地元の再発見・
再認識につながるよう今後も活動したいと思います。
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全
国
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝
！

　
　

月　

日
〜　

日
、
第　

回
全
国
シ
ニ

１１

１６

１９

２９

ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
が
さ
い
た

ま
市
で
開
催
さ
れ
、　

歳
以
上
男
子
シ
ン

５５

グ
ル
ス
の
部
で
、
山
方
在
住
の
小
口
弘
之

さ
ん
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

木
村　

一
郎
さ
ん

　

昭
和　

年
４
月
、
山
方
町
体
育
指
導
委
員
に
就

５７

任
。
現
在
は
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
研
修
部
会

長
と
し
て
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研
修
の
実
施
に
努
め
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
及
び
指
導
力
の
向
上
を

図
る
な
ど
、
中
心
的
役
割
を
担
い
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　

 

功
績
を
称
え

〜
30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表
彰
〜

　

永
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
２
人

の
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
、
第　

回
全

５３

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
（　
１１

月　

・　

日
長
崎
市
）
に
お
い
て
表
彰
を

２９

３０

受
け
ま
し
た
。

三
次　
 
弘  
史 
さ
ん

ひ
ろ 
ふ
み

　

昭
和　

年
４
月
、
山
方
町
体
育
指
導
委
員
に
就

５７

任
。
平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年　

月
ま
で
那

１５

１６

１０

珂
郡
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
を
務
め
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
は
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
副
委
員
長
と
し
て
、
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団　

活
動
事
例
発
表

　
　

月　

日
、
第　

回
全
国
女
性
消
防
団

１１

１６

１８

員
活
性
化
秋
田
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
の
女
性
消
防
団
員
が
一
堂
に
会

し
、
日
頃
の
活
動
や
そ
の
成
果
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
や
交
流
を

通
じ
て
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

か
れ
た
も
の
で
、
三
次
真
一
郎
市
長
や
岡

山
勝
彦
消
防
団
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
事
例
発
表
の
一
団
体
と
し

て
常
陸
大
宮
市
が
選
ば
れ
、
市
消
防
団
女

性
分
団
の
三
次
雅
子
部
長
が
「
表
舞
台
の

女
性
消
防
団　

陰
で
力
を
惜
し
ま
な
い
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
活

動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

米
海
軍
横
須
賀
基
地
で
研
修

　
　

月　

日
、
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡

１２

１３

協
議
会
（
三
次
雅
子
会
長
）
の
研
修
会
が

行
わ
れ
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
米
国
に
お
け
る
幼
児
へ

の
火
災
・
防
災
教
育
に
つ
い
て
講
話
を
聞

き
、
消
火
方
法
や
避
難
方
法
、
消
火
訓
練

な
ど
、
日
本
と
異
な
る
教
育
方
法
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
参
加
し
た
柏
貞
子
さ
ん
か
ら

は
「
講
師
の
先
生
の
お
話
は
、
私
た
ち
の

心
に
深
く
響
き
、
意
欲
を
か
き
た
て
ら
れ

た
。
今
後
、
研
修
し
た
内
容
を
多
く
の
人

に
広
め
、
新
た
な
自
覚
を
持
っ
て
防
火
活

動
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲約２，５００人の参加者の前で、発表する三次雅子部長
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３３部門で常陸大宮が優勝！３部門で常陸大宮が優勝！
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▲大宮サッカーＡチームの皆さん
（高学年男子の部）

▲常陸大宮フェアリーズＡチームの皆さん（上）
　常陸大宮フェアリーズＣチームの皆さん（下）
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困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）

　社会経験の浅い若者に、高額な商品やサービスを売りつける、不当にお金を振り込ませるといった、
悪質商法が増えています。被害を防ぐには、手口の内容を知っておくことが大切です。
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　青くすみきった空、那珂川や久慈川をはじめとした清らかな川の流れ、そして緑あふれる山々。この豊かな
自然の中で、平和で安心して暮らせることは、市民すべての願いです。
　このようなわたしたちの願いに反し、核兵器の存在は、世界平和に深刻な脅威を与えています。
　わたしたちは、世界で唯一の被爆国民として、再び「広島」「長崎」の惨禍が繰り返されることのないよう、
核兵器の廃絶と世界の恒久平和を強く願わずにはいられません。
　よって、本市は、市民の平和を願う心を結集し、ここに「核兵器廃絶平和都市」を宣言します。
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　わたしたちは、豊かな緑と那珂川や久慈川の清流など、自然豊かな環境のもと健康で文化的な生活を営んで
きました。
　近年、豊かな生活ができるようになった反面、廃棄物の増加や生活雑排水による河川の汚濁などのさまざま
な環境問題が起きてきました。また、化石エネルギーの大量消費は地球規模の深刻な環境問題を引き起こして
います。
　わたしたちの暮らしや行動様式が自然や生活環境に大きな影響を与えていることを考え、市民、事業者、行
政が相互に協力・連携して、豊かな自然環境を保全し、将来世代に引き継いでいくために、ここに「環境にや
さしいまち」を宣言します。
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　わたしたちは、「住みなれたぬくもりのある地域で心身ともに健やかに暮らしたい」と心から願っています。
　核家族化、少子化、高齢化が進むなか、子どもから高齢者、障がい者の誰もが安心して暮らしていくために
は、人と人とのつながりを大切にし、思いやりの心を持つ地域社会を築いていく必要があります。
　本市は、この豊かな自然にめぐまれた地域の中で、市民一人ひとりがお互いを尊重し、ともに助け、支え合
い、健康で幸せに暮らせる福祉のまちを目指して、ここに「福祉と健康のまち」を宣言します。
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　全国各地で「ダメ。ゼッタイ。」を合い言葉に「国際麻薬撲滅運動」が展開され、茨城県においても薬物乱用
の防止のため関係機関が連携を図りながら諸活動を展開しています。
　この問題は、薬物の蔓延につながる乱用者個人の問題もさることながら、乱用者自身が引き起こす二次的犯
罪の発生も懸念され、平穏な市民生活を脅かす心配もあります。
　わたしたちは、関係機関・団体と力を合わせ、かかる事態を根絶し、安心して暮らせるまちづくりを推進す
るため、ここに「覚せい剤等薬物乱用のないまち」を宣言します。
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　地方分権が進む中で、本市が地域の個性や資源をいかしながら自主性・自立性・独自性をそなえたまちづく
りを推進するためには、将来にわたって安定した行政運営を展開できる財政基盤の確立が重要です。特に市財
政の根幹をなす自主財源において税収の確保は不可欠であります。
　わたしたちは、国民の納税義務を再認識して、自主的に申告し、納期限までに完納する義務を積極的に果た
さなければなりません。
　市民一人ひとりの納税意識の高揚を図り、豊かな住み良いまちづくりを進めるため、ここに「租税完納推進
のまち」を宣言します。
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　市民が、日々の生活にゆとりを持ち、安心・快適な安らぎのある生活を送ることは人間性豊かな社会の構築
にとってきわめて重要です。
　安心して快適に生活できる生活環境の充実と働く場の確保、健全な職場環境の整備を図り、すべての市民が
心身ともに健康で、ゆとりをもって生活できる地域社会を築くことは、わたしたち市民の願いであるとともに
将来世代に対する責務と考えます。
　そこで、本市では、これをまちづくりの基本と位置づけ、市民・事業者・行政が共通の認識を持って協力し、
実現していくため、ここに「ゆとりある安心・快適なまち」を宣言します。

常陸大宮市６つの宣言常陸大宮市６つの宣言
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山
方
地
域
照
山
地
区

字
鏡
石
に
は
、
昭
和
十

一
年
に
茨
城
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

「
鏡
岩
」
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、風
化
に
よ
っ

て
鏡
の
よ
う
に
は
見
え

ま
せ
ん
が
、
平
ら
な
石

の
面
は
、
か
つ
て
は
磨

か
れ
た
鏡
の
よ
う
だ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

ま
す
。

　

鏡
岩
は
、
今
か
ら
一

三
〇
〇
年
前
に
は
既
に

著
名
な
産
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

奈
良
時
代
の
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に

編
さ
ん
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
日
本
最
古
の

地
誌
の
一
つ
と
さ
れ
る
『
常
陸
風
土
記
』

に
は
、「
東
山
石
鏡
、
昔
在
魑
魅
、
萃
集
翫

見
鏡
、
則
自
去
（
云
）」（
東
の
山
に
石
鏡

が
あ
り
、
昔
、 
魑  
魅 
（
怪
物
）
が
集
ま
っ

ち 

み

て
鏡
を
も
て
あ
そ
び
、
立
ち
去
っ
た
）
と

い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
の
「
石
鏡
」
が
鏡

岩
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
さ
ら
に
多
く
の
地

誌
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）、
水
戸
藩
の
学

者
小
宮
山 
楓  
軒 
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た

ふ
う 
け
ん

『
水
府
志
料
』
の
う
ち
、「 
生  
井  
澤 
村
」（
現

な
ま 
い 
ざ
わ

在
の
照
山
）
で
は
産
物
と
し
て
特
に
「 
月 げっ

 
鏡 

き
ょ
う 

石 
」
を
挙
げ
、「
鏡
山
と
い
へ
る
散
野
に

せ
き

あ
り
。
鏡
の
く
も
れ
る
如
く
色
薄
黒
し
。

面
平
ら
か
に
し
て
光
り
あ
り
」
と
い
う
解

説
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、江
戸
時
代
後
半
の
天
保
年
間（
一

八
三
〇
〜
一
八
四
四
）
に
成
立
し
た
、
常

陸
国
の
地
誌
の
代
表
格
で
あ
る
『
新
編
常

陸
国
誌
』
の
中
の
「
月
鏡
石
」
の
項
に
は

「
今
、
久
慈
郡
生
井
澤
村
鏡
山
ト
云
処
ニ
、

月
鏡
石
ト
云
ア
リ
、面
平
ニ
シ
テ
光
ア
リ
、

殆
鏡
ノ
如
シ
、
近
年
人
取
テ
以
テ
翫
物
ト

ス
。
或
ハ
硯
ニ
作
ル
、
コ
ノ
村
ハ
河
内
郷

ノ
内
ナ
レ
バ
、
風
土
記
ニ
所
謂
ル
石
鏡
ハ

即
コ
ノ
月
石
鏡
ナ
リ
、」
と
あ
り
、
生
井
澤

村
の
月
鏡
石
が
『
常
陸
風
土
記
』
の
「
石

鏡
」
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
補

注
で
、
物
影
を
よ
く
映
す
様
子
が
月
の
よ

う
で
も
鏡
の
よ
う
で
も
あ
る
た
め
「
月
鏡

石
」
と
い
う
美
し
い
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ

と
、
月
鏡
石
は
一
丈
（
約
三
メ
ー
ト
ル
）

四
方
の
場
所
か
ら
し
か
産
出
せ
ず
、
か
つ

て
は
領
主
の
許
可
が
な
け
れ
ば
掘
り
出
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
筑
波

山
に
も
月
鏡
石
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

地
質
学
的
に
、
鏡
岩
は
ど
の
よ
う
に
し

て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

鏡
岩
は
、
新
生
代
第
三
紀
中
新
世
西
野

内
層
（
＝
浅
川
層
）
に
残
さ
れ
た
、
お
よ

そ
一
七
〇
〇
万
年
前
の
断
層
運
動
地
震
の

痕
跡
で
す
。

　

西
野
内
層
中
の 
礫  
質  
砂  
岩 
（
小
石
を
含

れ
き 
し
つ 
さ 
が
ん

む
砂
岩
）
が
断
層
運
動
で
ず
れ
て
切
断
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
断
層
面
（
す
べ
り
面
）

が
形
成
さ
れ
、
そ
の
断
層
面
が
そ
の
後
幾

度
か
の
断
層
運
動
で
擦
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
滑
ら
か
で�
ピ
カ
ピ
カ�
の
光
沢
を

持
つ
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

光
沢
を
持
つ
面
は
地
質
学
で
は「
鏡
肌
」

と
よ
ば
れ
ま
す
。
断
層
面
の
方
向
は
北
西

－

南
東
方
向
で
、傾
斜
は
ほ
ぼ
垂
直
で
す
。

　

鏡
肌
は
ど
ん
な
地
層
で
も
形
成
さ
れ
ま

す
が
、
鏡
の
よ
う
な
光
沢
と
な
る
に
は
硬

い
地
層
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

太
古
の
出
来
事
で
す
が
、
硬
い
地
層
を

�
切
断
し
て
磨
き
上
げ
た�
断
層
運
動
と
、

そ
れ
に
伴
い
発
生
し
た
地
震
は
、
想
像
を

絶
す
る
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

　

大
昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
珍

し
い
鏡
岩
を
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

﹇
写
真
提
供
﹈
菊
池
芳
文
氏

﹇
参
考
文
献
﹈
企
画
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
常

陸
大
宮
の
地
下
資
源
』（
執
筆
菊
池
芳
文
）

□
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
鏡
岩
を
は
じ

め
と
し
て
、
市
内
で
産
出
す
る
身
近
な

鉱
物
や
歴
史
的
に
著
名
な
鉱
物
、
珍
し

い
貴
重
な
地
下
資
源
を
集
め
た
企
画
展

「
常
陸
大
宮
の
地
下
資
源
―
地
域
を
さ

さ
え
た
宝
物
―
」
を
三
月
三
日
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

��
�かがみ�
��
�いわ

▲鏡岩
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暖房器具からの火災や事故に注意！！

　寒さが厳しい日が続きます。この季節、暖房器具などによる火災が発生しやすく、また空気の乾
燥などのため被害が大きくなる時期でもあります。また、石油ストーブやガスストーブ、ファンヒー
ターなどの暖房器具は、一酸化炭素中毒事故が発生するおそれもあります。暖房器具の安全な取り
扱い方法や火災を防ぐポイントを確認し、暖房器具による火災や事故を防ぎましょう。

住宅用火災警報器を設置しましょう

一酸化炭素中毒事故に注意！
　石油ストーブ、ガスストーブ、ファンヒーターなどの暖房器具
は、室内の空気（酸素）を使って燃焼し、排気ガスを室内に出す
仕組みになっています。換気をしないでこれらの暖房器具を使
用し続けると、室内空気が汚染されるだけでなく、室内の酸素濃
度が低下して不完全燃焼が進み、一酸化炭素が急激に増加し、中
毒を引き起こします。室内で、暖房器具を使用する時には、定期
的に空気を入れ換えることが必要です。そのためには、１時間に
１回以上５分間程度窓を開けるか、時間を決めて換気扇を回すな
ど、こまめな換気を心がけましょう。

換気のポイント
　室内の空気の流れをスムーズにすることが大切です。まず換
気用の小窓や給排気口が家具などでふさがれていないかを確認
してください。次に、空気の出入り口ができるだけ対角線とな
るよう２カ所（換気扇と窓、窓と窓などの組み合わせ）以上作
り、換気が効率的に行われるように工夫しましょう。 窓などを２カ所以上開けましょう

暖房器具からの火災の主な原因
　暖房器具などからの火災の主な原因として、熱源に「可燃物が接触する」・「可燃物が落下する」、
周囲に置いたエアゾール缶などが破裂しガスに「引火する」、石油ストーブなどを「使用中に給油する」
などがあります。どれも使用時のちょっとした不注意により火災が発生してしまうものばかりで
す。使用の際は十分に注意し、火災を防ぎましょう。

火が付いたまま
給油をしない

ストーブのそばで
遊ばない

火を付けたまま
ストーブを
動かさない

ストーブの上に
物を置かない

暖房器具火災を防ぐポイント
�暖房器具の周囲に衣類や布団などの可燃物を置かない　
�暖房器具を使用したまま就寝しない
�室内を整理整頓しておく
�暖房器具の上に洗濯物などの可燃物をつり下げない
�暖房器具の周囲や上部に不安定なものを置かない
�暖房器具の周囲にエアゾール缶などを置かない
�暖房器具の周囲でエアゾール缶などの使用や穴あけをしない
�石油ストーブなどの給油は、火を完全に消してから行う
�燃料がこぼれないようにタン
クのキャップをきちんと閉め
る

�適正な給油量を確認しながら
給油する

�ガソリンなどを誤って給油し
ないよう確認する
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御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉離弁花　ユキノシタ科　ネコノメソウ属
花期 3～ 5月

ハナネコノメ
ハナネコノメ

交通安全ポスターで
　　茨城県警察本部長賞に
交通安全ポスターで
　　茨城県警察本部長賞に
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。
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　１１月２９日、第４８回茨城県交通安全県民大会で平
成２４年度茨城県交通安全ポスター作品コンクール
の表彰が行われ、大宮小学校２年の小林 大  雅 君が

たい が

茨城県警察本部長賞を受賞しました。
　これは、交通ルール・
マナーの大切さや交通事
故防止を呼びかける作品
を制作することで、交通
安全に対する意識を高め
てもらうために行われた
ものです。県内の小中学
生、高校生から２，９４４点の
応募がありました。

������ 　先日、SLが水郡線を走りました。初日は出発式が行われた水戸駅へ。２日目は常陸大
子駅で行われたイベント「奥久慈清流ラインマルシェ」へ。そして３日目の最終日は玉
川村駅へ。たくさんの人たちと触れ合った３日間でした。

▲小林君の作品

▲水郡線沿線キャラクター集合（常陸大子駅にて）
▲ナカマロちゃん（那珂市）と
再会（常陸大子駅にて）

▲みとちゃん（水戸市）と初対面
（水戸駅にて）

　林の下や谷川のふちなどの陰湿地に群生する
多年草で、茎の高さは約５cm、花の径は３～５
mmと、非常に小さい花です。
　花びらのような白いがく片や、がく片より長
く突き出た８本のおしべの先端にある赤い 葯 が

やく

特徴的な花です。
　ネコノメソウ属の中で、最も花らしい花を付
けることから、「花猫の目」と名付けられまし
た。
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